
(第34号)事R

こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
昭
和
二
十
九
年
七
月
執
行
予
定
の
市

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、

選
挙

毎
に
調
製
す
る
補
充
名
簿
の
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
.
脱
漏

者
の
な
い
ょ
に
J

次
の
各
項
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
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十
ご
月
二
十
五
日
ま
で

四
、
聞
製
期
限

昭
和
二
十
九
年
一
月
十
五
日

軍
、
縦
覧
の
場
所
の
告
示
の
目

全

年
一
月
十
七
日

穴
、
縦
覧
の
期
間
ハ
異
議
申
立

の
期
間
)

一
月
二
十
日
か
ら
二
月

=
一日
ま
で
十
五
日
間

七
、
異
議
の
決
定
期
間

異
議
の
申
立
を
受
け
た

日
か
ら
二
十
日
間
以
内

八
、
確
定
期
日
三
月
五
日
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毎
年
行
う
工
業
調

市

印

一
〈

日

A

査
は
本
年
も
士
一
月

津

浜

一
一
引
川
三
十
一
日
を
も
っ
て

魚
、

一
山

内

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

士

山
月
川
れ
は
統
計
法
に
よ
る
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指
定
統
計
調
査
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-E
t
-
-ド
つ
で
あ
り
ま
す
。

調
査
の
方
法
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準
備
嗣
査

工
業
調
査
員
が
準
備
調
査
名

簿
に
よ
り
行
い
ま
す
。
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面
接
制
査

調
査
員
が
従
業
員
三
人
以
下

の
も
の
に
つ
い
て
は
、
面
接

き
L

と
り
調
査
記
入
を
し
ま

博

覧
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水
害
復
興
な
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布

施

爪

地

帯

す
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基
本
調
査

従
業
員
四
人
以
上
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
工
業
調
査
製
を

配
布
し
、
記
入
し
て
貰
い
ま

す
0

4

工
業
調
査
区

原
則
と
し
て
昨
年
設
定
し
た

調
査
区
を
そ
の
ま
込
用
い
ま

.す
。

工
業
調
査
裂
は
税
金
そ
の
他
に

絶
対
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
、

あ
り
の
ま
L
を
御
記
入
又
は
調

査
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に
お
話
し
下
さ
い
o

市

議
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時

去
る
十
一
月
一
一
十
入
日
開
か

れ
た
市
議
会
に
お
い
て
、

左
記

議
案
が
原
案
通
h

り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

に
基
い
て
木
市
の
税
条
例
の

一
部
令
改

E
す
る
も
の

て
白
倉
小
学
校
組
合
規
約
設

定
の
件

東
加
積
村
と
滑
川
町
と
の
合

併
に
よ
り
新
た
に
本
市
と
滑

川
町
と
で
白
倉
小
学
校
組
合

を
設
け
る
た
め
の
も
の

-
、
負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

1
、
ご
百
万
円
、
消
防
自
動

車
ポ
シ
プ
購
入
費

2
、
三
百
三
拾
万
円
.
魚
津

駅
本
屋
改
築
工
事
費

3
.
四
百
万
円
、
下
中
島
小

学
校
敷
地
買
牧
費
並
び

に
整
地
費

4
、
四
百
万
円
、
下
中
島
小

学
校
敷
地
買
取
費
並
び

に
整
地
費

5
.
二
拾
万
五
千
円
‘
小
川

寺
東
山
地
内
に
お
レ
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設
置

の
放
牧
場
施
設
費
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.
六
拾
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万
八
百
円
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路
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牧
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五
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千
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追
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予
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追
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築
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、
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0
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、
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0
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、
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種
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関
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同
和
二
十
九
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一
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十
九
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よ
り
二
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八
日
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小
型
船
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縦
士
、
同
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二
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よ
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二
月
八
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市
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内

出

回

十
二
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二
十
二
日
か
ら
《

十
=
月
二
十
八
日
ま
で

非

常

警

戒

《

十
二
月
二
十
八
日
か
ら

二
月
三
十
一
日
ま
で
《

な
お
十
二
月
二
十
二
日
、
二
ハ

十
五
日
、
二
十
八
日
、
二
十
九
人

、
三
十
日
、
三
十

一
日
の
干

前
七
時
と
午
后
九
時
に
は
、
決
ム

の
よ
う
な
警
鐘
及
び
サ
イ
レ
シ
ザ

の
打
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。
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林清

河

七

良

昭
和
二
十
九
年
九
月
一
日
よ

り
舵
舶
五
屯
以
上
の
舵
舶
職
員

は
海
技
免
状
を
所
有
し
な
け
れ

ば
運
転
出
来
ま
せ
ん
。

当
市
に
於
て
は
、
魚
津
、
経

回
各
漁
業
協
同
組
合
、
魚
津
市

出
泊
、
団
後
援
の
も
と
に
、
左
記

要
領
に
よ
り
、
講
習
会
を
開
催

致
し
ま
す
か
ら
、
多
数
受
講
、

受
除
さ
れ
海
員
と
し
て
、
立
派

な
教
養
を
身
に
つ
け
ら
れ
て
、

職
務
に
遮
進
さ
れ
る
よ
う
お
契

め
致
し
ま
す
。
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長
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植
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関
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中
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勇
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崎
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市
道
印
回
、
三
回
線
道

路
改
良
費

8
.
八
拾
万
三
千
円
、
市
道

宮
津
線
改
良
費

9
.
六
拾
五
万
七
千
円
、
市

港
坪
野
線
改
良
費

m.
百
四
拾
を
万
円
、
市
道

東
披
黒
谷
線
改
良
費

日
、
五
拾
三
万
三
千
三
百
七

拾
円
、
農
道
友
道
保
育

園
線
新
設
事
業
費

て
右
賀
担
付
寄
附
に
対
す
る

夫
々
予
算
外
義
務
質
担
を

な
す
の
件
十
一
件

て
農
業
漁
業
資
金
借
入
巳
対

す
る
損
失
補
償
す
る
の
件

一
、
昭
和
=
十
八
年
度
魚
津
市

歳
入
歳
出
追
加
予
算
ハ
第

七
四
分
)
車
決
報
告

農
林
土
木
災
害

復
旧
費
.一

五
、
六
八
四
、

0
0
0円
等

一
、
白
倉
小
学
校
組
合
の
議
曾

の
議
員
選
挙
を
求
め
る
の

件
左
記
の
玉
名
が
白
倉
小
学
校

組
合
議
会
の
議
員
に
当
選
し

た高
橋
与
次
郎

怪
岡
庄
之
助

大

江

軍

由

河

崎

直

義

山
本
覚
次
郎

大

町

小

学

校

講

堂

落

成

市
役
所
機
構
改
革

仁
芝
山
保
臓
設
置
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一
受
験

講
習
会
終
了
後
、
国

家
試
験
執
行

一
場
所
丙
航
、
丙
機
、
魚
津

漁
業
協
同
組
合
、
小
型
船
舶

操
縦
士
、
大
町
医
師
会
館

一
便
講
料

丙
航
、
丙
機
一
人

七

O
O円
、
小
型
二

O
O円

一
受
験
受
講
資
格
丙
航
、

丙
機
ハ
年
令
満
十
九
才
九
ヶ

月
以
上
〉
五
屯
以
上
の
船
舶

に
三
ヶ
年
以
上
の
乗
船
履
歴

小
型
操
縦
士
ハ
年
令
満
十
七

才
九
ヶ
月
以
上
〉
般
船
に
一

年
以
上
の
乗
船
履
歴

一
申
込
場
所
魚
津
市
役
所

一
申
込
締
切

昭
和
二
十
九
年

↑
月
五
日
(
先
着
受
付
順
〉

一
そ
の
他
詳
細
は
魚
種
市
役

所
商
工
水
産
課
へ
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。
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本
年
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土
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牧

納

始

ま

魚
津
市
内
の
襲
た
ば
こ
は
、

昨
年
度
三
千
凶
百
四
十
六
万
円

の
牧
納
金
額
に
上
り
バ
市
内
の

重
要
な
る
農
産
物
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
、
や
は
り
冷
害

の
影
響
受
け
、

量
に
於
い
て
相

当
減
政
し
て
い
る
が
、
品
質
に

於
い
て
は
大
産
地
な
み
に
向
上

し
つ

L
あ
り
ま
す
。

今
年
は
昨
年
の
八
四
町
七
反

歩
に
比
ベ
ゼ
、
面
積
は
一

O
四

町
と
増
反
し
て
い
る
の
で
、
政

納
金
額
で
は
昨
年
よ
り
増
加
し

て
四
千
万
四
を
越
す
も
の
と
予

相
さ
れ
ま
宇
。

~ソ

-
今
年
の
葉
た
・ば
と
は
パ
去
る

直
民
一
四
日
経
倉
を
皮
切
り
に
収
納
が

轟
苧

-一
初
ゆ
ら
れ
芝
居
り
十
一
日
現
在
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必園

る

の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

地
区
名
牧
納
反
別
牧
納
金
調

相
官
倉
九
一
一
一
反
五
セ
ヨ
一
、
一
回
問
、
喜
一
五

西
布
施
七
五
六
-
一
、
九
一
人
.
2
0
0

天
神
五
均
五
ニ
二
八
四
三
ス
)

反
当
平
反
当
一
キ
ロ

均
政
納
平
均
当
平
均

金
額

量
目

価

格

円

斑

円

松
倉
吉
一
喜
一
回
二
八
・
九
一
一八-一、七百一

西
布
施
=
一
八
六
口
一
一
=
一
回
、
λ

=
八六、一一一口

天
神
三
窓
口
九
一
一
一
九
五
一
一
八
二
、
き

右
は
十
二
月
十
一
日
現
在
の

も
の
で
あ
っ
て
、
松
倉
は
全
村

牧
納
完
了
西
布
施
、
天
神
は
中

間
の
成
績
で
あ
る
。

街
反
当
の
最
高
は
長
引
野
で

毛
‘
一
一
七
六
円
及
び
東
尾
崎
で
表
、

二
一
四
同
等
で
あ
り
ま
す
。

納期限 12月28日限り
期限までに完納して限るい梁しい

お正月をお迎え下さい税務課

十
}
月
=
十
六
日
よ
り
十
=
月
十
固
ま
で

， 
十
一
月
=
+
穴
目
ハ
木
〉

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

道
下
財
産
区
積
会
開
催

新
潟
県
三
島
郡
町
村
会
よ
り

市
政
視
察
の
た
め
来
市

企
=
+
七
日
(
金
)

ー
市
民
生
委
員
大
会
開
催

香
川
県
香
川
郡
町
村
会
よ
り

市
政
視
察
の
た
め
来
市

全
=
十
八
日
ハ
土
〉

臨
時
市
議
会
開
催

全
=
十
九
日
(
日
)

博
覧
会
運
営
委
員
会
開
催

企
三
十
日
(
月
〉

市
議
会
建
設
委
員
等
早
月
川

筋
の
事
業
の
件
に
つ
い
て
県

え
陳
情
を
行
う

福
井
県
大
野
郡
下
庄
町
議
会

議
員
等
市
政
視
察
の
た
め
来

市
+
=
月
一
回
ハ
火
〉

福
井
県
南
保
郡
王
子
保
村
議

会
議
員
等
市
政
視
察
の
た
め

来
市

全
ニ
目
ハ
水
〉

岐
阜
県
南
波
地
方
事
務
所
員

等
市
政
視
察
、
の
た
め
来
市

全
車
日
(
士
〉

'
定
例
市
教
育
委
員
会
開
催

近
藤
県
教
育
長
埋
没
林
視
察

の
た
め
来
市

全
七
日
(
月
〉

愛
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局

か
ら
市
政
視
察
の
た
め
来
市

岐
阜
県
下
牧
村
長
等
市
政
視

察
の
た
め
来
市

全
九
日
(
水
〉

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

-m業
セ
ザ
J

サ
ス
調
査
員
事
務

説
明
会
開
催

全
+
日
(
水
〉

岐
阜
県
加
荏
郡
町
村
会
よ
り

市
政
視
察
の
た
め
来
市

魚
津
漁
港
修
築

期
成
促
進
同
盟
舎
発
命
日

御
承
知
の
よ
号
に
、
角
川
民

附
近
に
漁
港
を
・整
設
せ
ん
と
す

る
事
は
、
多
年
に
わ
た
る
、
本

市
の
重
要
懸
案
で
あ
り
ま
す
。

さ
る
十
一
月
二
十
八
日
、
魚

樟
市
議
会
議
員
、
魚
種
漁
業

協
同
組
合
役
員
及
び
代
表
者
参

集
す
る
と
共
に
、
宮
山
県
経
済

部
長
以
下
来
賓
多
数
を
迎
え
、

同
会
の
発
会
式
を
挙
行
致
し
ま

し
た
。
会
則
に
基
き
、
会
長
に
魚
津

市
長
が
就
任
、
魚
津
市
議
会
議

長
、
関
口
弥
一
、
魚
津
漁
業
協

同
組
合
長
、
中
村
一
元
次
郎
の
両

氏
が
夫
々
副
会
長
に
依
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
次
の
知
〈
決
議

し
、
盛
会
裡
に
終
了
致
し
ま
し

た。

決

議

魚
津
市
漁
業
の
持
展
は
、
漁
港

施
設
の
念
速
な
る
整
備
充
実
に

あ
り
、
.
地
方
雌
業
の
隆
盛
と
地

方
民
生
の
楕
利
増
進
を
計
る
た

め
、
我
等
は
誓
て
魚
津
漁
捲
修

築
の
実
現
を
期
す
。

昭
和
二
十
八
年

十
一
月
二
十
八
日

-
0
0
@
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
@
0
0
0

。。
・

:

ω
遭
難
船
救
助
者
や
表
彰
似

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

去
る
、
十
一
・月
七
日
、
当
市

漁
船
第
二
富
士
丸
が
入
善
町
横

山
沖
合
に
於
て
、
一
本
釣
漁
業

に
従
事
中
、
八
日
午
前
三
時
噴

突
然
襲
来
し
た
、
暴
風
雨
に
よ

り
.
船
体
の
一
部
を
破
損
浸
水

蛇

田

中
e

陳

線

改

良

工

市
内
、
蛇
回
よ
り
東
布
施
に

連
絡
す
る
、
市
道
蛇
田
中
陳
線

の
改
良
工
事
は
、
本
年
十
月
よ

h

り
着
工
し
、
本
月
十
日
竣
功
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
パ
ス
、

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
運
行
は
容
易

と
な
り
、
そ
の
竣
工
が
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

改
良
伍
長

改
良
巾
員

四
九
二
米
四
米

写
真
は
改
良
第
一
号
の
蛇
田
中

陳
線

⑨
ク
リ
ス
マ
ス

音
楽
特
集
番
組

次
の
通
り
第
五
十
九
固
定
期

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

い
た
し
ま
す
c
御
来
館
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

て

と

き

十
二
月
十
九
日

夜
七
時
半
よ
り

一
、
曲
目

A
グ
リ
ス
マ
ス
軽

菅
楽

内

B
メ
シ
ヤ
抜
翠
曲

へ
γ
デ
ル
作
曲

C
シ
ヤ
シ
ソ
シ
・

ド
・
リ
ユ
ヅ
グ

ス
D
ピ
1
タ
ー
と
狼

・
語
り
手
加
藤

道
子
プ
ロ
ヨ
フ
イ
エ

ブ
作
曲

し
、
危
険
な
状
態
に
あ
り
ま
し

た
の
を
、
卒
先
救
助
に
赴
き
人

命
を
救
助
し
た
第
二
敦
丸
乗
組

員

一
同
ハ
代
表
者
広
浜
助
松
〉

に
対
し
、
魚
津
市
長
よ
り
そ
の

善
行
を
湛
え
表
彰
さ
れ
ま
し
た

一

民
生
、
児
童
委
員
き
ま
お

/ 

明曹~~.;

(
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
一
日
現
在
)

大
町
‘
村
木
校
下
定
員
二
、O
名

の事
竣

功

⑥
年
末
特
別

貸
出
し
の
御
案
内

恒
例
に
よ
り
、
次
の
通
り
年
末

特
別
貸
出
し
を
行
い
ま
す
か
ら

御
利
用
下
さ
い
。

1
.
十
二
月
二
十
四
日
よ
り
二

十
七
日
ま
で

2
.
一
人
四
加
ま
で
貸
出
し
を

し
ま
す
。

3
、
今
ま
で
貸
出
し
禁
止
に
な

っ
て
い
ま
し
た
、
図
書
も

御
希
望
に
よ
り
貸
出
し
ま

す
。

@
街
年
末
年
始
の
臨
時
休
館
は

次
の
通
り
で
す
。

年
末
十
二
月
二
十
八
日
よ
り

年
始
一
月
一
一
一
日
ま
で

一
月
四
日
よ
り
平
常
通
り
開
館

致

L
ま
す
。

下
中
島
一
校
下

上
中
島
校
下

@ 
三寺大板間嶋怯三佐木大大金成山浜藤野上梅

由崎沢井島崎本村生下沢西 津田 口浦本国田原

@ 

杉山飛島沢寺

善

苗
寛

龍

菊

松

菊
次
郎

政
次
郎

信

次

富

次

作
次
郎

文

作

・

清
太
郎

豊

吉

源

治
良

英

政

之

謙

一
キ
グ
ヱ

ふ

み

く

に
と

め

ミ
ヤ
ノ

定
員
六
名

原西世E韓国岡

信

弥

い

と

ふ

さ
E

男

浅
次
郎

定
員
五
名

里

崎

ツ

ヤ

今

井

梅

子

@

水

尾

太

'
吉

田梅
田
作
右
衛
門

小
林
三
保
次
郎

松
倉
校
下

上
野
方
校
下

下
野
方
校
下

@ 

稗上怯小水河
@ 
窪湯宮大長

@ 
石大北林

定
員
六
各

苗野岡池尾崎

浅
之
助

重

義

重

隆

庄
之
助

富

平

健

作

定
員
五
名

田上坂沢勢

き清 知豊良

定
員
七
名

川競回

正

雄

直

二

ま
つ
子

幸
次
郎 〈松一吉一

@

常

務

委

員

松田宮

片
貝
校
下@ 

宗徳三三畑

隆本吉井山

'如
積
校
下

井村崎

ヨ

シ

助
一
郎

美

雪

定
員
五
名
/

道

竪
弘

作

品
C

ノ、

謙

一
ミ
サ
ヲ

定
員
六
名

小

童

作

森

重

則

佐

々

木

キ

J

ヨ

伊

東

、‘
政
山一
子

吉

崎

、栄
ギ
ロ

@
成

、瀬

ム

ラ

道
下
校
下@ 

金梅三伊岡寺大・種

経
団
校
下
米

国

横

田
藤

井

@

後

藤

岩

崎

-江

・
岡

高

松

吉

川
経

沢

天
紳
校
下
定
員
五
名

@ 
関山高下京

酉
布
胞
校
下

@ 
犬山畠布川楠本田

施
沢林山野上

年
末
年
始
の
青
少
年
保
護
運
動
に
つ
い
て

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
た
期

一
っ
て
、
窃
盗
、
喫
煙
、
素
行
不
純
一
議
に
万
全
の
対
策
を
実
施
さ
れ
一
高
校
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
等
に

聞
は
子
家
庭
も
紅
会
も
忙
し
さ

一異
性
交
友
等
の
不
良
、
犯
罪
行
一
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
一
つ
い
て
は
学
校
と
家
庭
及
び

の
為
に
、
青
少
年
の
符
動
に
対

一為
を
す
る
青
少
年
が
少
く
あ
り
一
一
、
児
童
、
生
徒
の
夜
間
外
出
二
履
傭
・
平
一が
充
分
に
連
絡
し
、

す
る
注
意
は
怠
り
勝
ち
と
な
り
一
ま
せ
ん
。
各
家
庭
、
町
内
、
部
一
外
泊
並
び
に
、盛
り
場
を
俳
桐
一
ア
凡
バ
イ
ト
が
不
良
交
友
、

叉
、
年
少
者
が
年
長
者
に
入
り

一落
会
、
青
少
年
の
教
育
福
祉
、
一
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
一
不
純
具
性
交
友
の
因
と
な
ら

混
っ
て
会
合
す
る
機
会
も
多
い

一保
護
関
係
者
及
び
関
係
機
関
並
一
校
に
お
い
て
よ
く
こ
れ
を
指
一
な
い
よ
令
指
導
す
る
こ
と
。

う
え
に
、
盛
り
場
等
が
賑
わ
い
一
び
に
青
少
年
団
体
、
防
犯
団
体
一
導
し
、
一
般
青
少
年
に
対
し
一
五
、
年
末
年
始
は
家
庭
に
お
い

混
雑
す
る
の
で
、
従
来
こ
の
時

一関
係
者
と
密
接
に
連
絡
協
議
の
一
て
も
警
察
を
中
心
と
し
て
各
一
て
も
職
場
に
お
い
て
も
、
金

期
に
不
良
に
陥
り
、
不
良
と
交
一
う
え
、
協
力
し
て
、
青
少
年
の
保
，一
関
係
者
が
協
力
し
て
補
導
、
一
銭
を
取
扱
う
機
告
が
多
く
、

取
締
り
に
つ
と
め
る
と
と
も
一
ま
た
小
使
銭
等
の
消
費
す
る

に
、
家
庭
に
対
し
て
も
充
分
一
機
会
も
多
い
の
で
あ
る
が
、

青
少
年
の
行
動
に
注
意
す
ベ
一
こ
れ
ら
金
銭
の
取
扱
の
乱
れ

き
こ
と
に
つ
い
て
指
導
す
る
一
る
こ
と
が
、
不
良
化
の
も
と

こ

と

。

一

に

な

る

か

ら

、

こ

れ

が

指

導

二
、
未
成
年
者
殊
に
中
、
高
校
一
に
充
分
注
意
す
る
こ
と
。

生
に
し
て
、
飲
酒
、
喫
煙
す
一
六
、

E
月
は
、
青
少
年
に
と
っ

る
者
の
少
く
な
い
こ
と
は
、
一
て
は
菊
し
い
時
で
も
あ
る
の

教
育
関
係
者
の
注
意
と
指
導
一
で
、
青
少
年
団
体
、
母
親
グ

に
よ
っ
て
防
止
す
べ
く
、
そ
一
ラ
プ
、
問
童
文
化
団
体
、
胞

の
他
の
年
少
青
年
団
員
に
つ
一
童
福
祉
団
体
等
に
お
い
て
、

い
て
は
、
年
長
の
青
年
団
幹
一
で
き
る
だ
け
青
少
年
の
た
め

部
の
自
軍
と
指
導
に
よ
っ
て
一
の
健
全
娯
楽
、
レ
グ
リ
ェ
ー

と
れ
が
防
止
に
つ
と
め
る
と
一
シ
ヨ
シ
等
の
機
会
を
つ
く
り

と
も
に
、
販
売
業
者
に
対
し
一
か
り
に
も
青
少
年
の
心
身
を

協
力
を
要
請
す
る
一
方
取
締
一
そ
こ
の
号
不
健
全
娯
楽
に
向

り
を
厳
に
す
る
こ
と
o

一
わ
な
い
よ
う
に
配
意
す
る
こ

三
、
青
少
年
の
保
護
、
福
祉
関
一
と
。

係
者
に
お
い
て
は
、
そ
の
指
一

I
l
l
i
-
-
Il

l

i

-

-

導
を
委
託
さ
れ
て
い
る
青
少
一
年
賀
ス
タ
ン
プ

年
に
つ
い
て
特
に
注
意
を
怠
一

ら
ず
、
こ
の
期
間
に
不
良
、
一
魚
津
郵
便
局
で
は
朗
年
の
博

犯
罪
行
為
等
を
し
な
い
よ
う
一

覧
会
を
意
匠
し
た
年
賀
ス
タ
シ

に
指
導
す
る
こ
と
。
一
プ
を
用
意
し
て
市
民
の
利
用
を

四、

青
少
年
の
不
純
具
性
交
友
一
待
っ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
せ

を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
家
一
い
ぜ
い
御
利
用
下
さ
い
。

庭
に
お
い
て
外
出
時
間
、
外
一
一
凸
板
は
年
賀
ス
タ
シ
プ

出
先
に
注
意
し
、
殊
に
中
、
一

奴
定
員
八
名

盛岡由東岡崎島田

初
次
郎

伝
四
郎

孫
四
郎

重

作

き
く
ゑ

謙
=
一定吉

清

定
員
九
名六

助
正

一

庄

助

広

作

由
次
郎

作
次
郎

仙

吉
民

一

忠

信

口越山司 ・免

蔵

宝
長
三
郎

善

次

清

妙
直

枝

定
員
八
名

井村

重

太
喜

代

松
太
郎

善
五
郎

耕

二

清

作
清

昌
E

雄


